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Summary 
To improve the quality of education and research with laboratory animals, Experimental 
Animal Center (EAC) was established as an animal facility in the Joint Faculty of Veterinary 
Medicine, Kagoshima University, on September 1st, 2015. We can house and use large-sized 
(bovine and horse), medium-sized (dog, cat, pig and bird), and small-sized (rodent and rabbit) 
animals in this facility. Our care and use program of laboratory animals in EAC was fully 
accredited by AAALAC International on June 9th, 2016. We are using this facility to 
demonstrate to our students that performance of veterinary care and animal welfare is 
important for appropriate education and scientific research with laboratory animals in 











実験施設」（Experimental Animal Center, 







おり、延床面積は約 3,000 m2 である（図 1）。 






などの中動物の飼育フロアであり、3 階は 2 つ
の実習室を含むフロアとして機能している。さ
らに、4 階は齧歯類などの小動物を飼育・使用 





















































図 5  キャットタワーと個別飼育ケージを 
備えたネコ飼育室
図 6  自動給水システムを有するイヌ飼育室 




































図 10  中動物の処置や手術の実験・実習室 
























































成し、2016 年 11 月末に認証申請を行った。さ
らに 2016 年 2 月末に AAALAC International
から派遣された調査員による Site Visit を受け、
その結果が認証理事会で審議された。その後、
2017 年 6 月 9 日付けで完全認証された。 
 我が国の獣医学教育機関が AAALAC 
International の認証を取得したのは、北海道
大学に続いて EAC が２機関目である。国際的
な基準に則り、実験動物の健康と福祉に必要不
可欠な獣医学的ケアを実施しつつ、動物福祉に
配慮した動物実験を実施・運用していることを
獣医学生に実際に学んでもらうことは、様々な
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分野で活躍する獣医師を育成する上で大変重
要であると考えている。さらに、適切な獣医学
的ケアのもと科学的に妥当な動物実験を行う
研究機関であることを内外にアピールできる
ことは、認証取得によってもたらされたメリッ
トの一つである。今後も様々な取り組みを通じ 
て獣医学の教育・研究の進歩に努めていきたい。 
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